
令和7年度 西区 区域まちづくり事業 進捗確認シート

1 基本情報

事業名称

事業目的

事業概要

実施主体 実施場所 実施時期

2 設定指標

R4 R5 R6 R7

目標 ― ― ― 112

実績 75 95 97 95

R4 R5 R6 R7

目標 ― ― ― 80

実績 74.6 78.3 74.9 76.8

3 事業評価

決算額 円

○ ○ ○

○ ○

4 課題と対応方針及び今後の方向性

課題

対応方針

運動講師の派遣について、未実施の校区があり活用状況に差がある。
今後の方向性 継続

未利用校区のニーズ把握と情報提供を進め、運動講師の活用促進を図る。

⑤総合評価 評価基準

　地域で活動するボランティア団体の育成支援や、

高齢者・こども達の交流を通じた地域コミュニティの活

性化支援は、行政と協働で行う区民の福祉と健康

の増進を支援する事業として妥当性がある。

　各校区における既存の自主的活動（こども

会、いきいきサロンなど）を活用し、ボランティア派

遣や物品提供を行うことで、新たな事業基盤を

大きく整備することなく事業を展開できており、一

定の費用対効果がある。

　ボランティア団体や福祉・健康関連物品の活

用、運動指導者の派遣、並びにディスコン大会

への参加など、全校区において積極的に取組が

実施され、今年度は、ディスコン大会において未

経験者やこどもたちにも気軽に参加できる体験会

も開催し、地域住民の交流促進や健康増進の

機会創出が図られている。

◎：非常に高い水準で達成

○：十分な水準で達成

△：達成度が限定的

×：達成されていない

ー：評価対象外

③庁内・公民等連携 ④区の計画への寄与度

　主体となって事業を実施する自治連合協議会およ

び各校区に対し、区役所がボランティア団体や運動

講師の派遣、日頃の成果を発揮するディスコン大会

の運営を担っている。地域主体の取組に行政が補完

的に関わり実施する体制が構築されている。

　本事業は各校区における自主的活動の活性化と、

ボランティア団体の活動支援を通じて地域コミュニティ

の活性化や健康増進を図っており、西区みらい指針

の「まちの資源をつないで活かす」に寄与している。

①妥当性 ②費用対効果

活動指標
派遣ボランティア団体の利用回数、福祉と健康関連物品の活用校区数、

運動講師の派遣回数（回）

成果指標
市民意識調査「1日30分以上の運動を行っているか」（西区）が

「月に数回以上」と答えた割合（％）

1,846,949

西区わくわく玉手箱・ディスコン大会事業

　地域で活動する多様なボランティア団体の支援などを通じて、高齢者とこどもたちの世代間交流および運動機会の創出を図り、区民が人とのつながりを楽しみながら、健

康的かつ生きがいのある地域生活を営むことができる環境の整備を目的とする。

・地域で実施されている各種自主的活動に対し、ボランティア団体を派遣するとともに、福祉・健康に関連する物品を各校区へ譲与する。

・地域会館等へ運動講師を派遣し、運動習慣の定着に向けたプログラムを実施する。

・健康増進の成果発表および区民の交流促進を目的としてディスコン大会を開催する。また、体育館の未使用スペースに新たにコートを設置し、ディスコン体験会を実施することで、未経験

者やこどもたちにも気軽に参加できる機会を提供する。

西区自治連合協議会福祉と健康に篤いまちづくり

部、西区役所　政策推進室、西保健センター
西区内各校区（14校区）と家原大池体育館 令和7年4月～令和8年3月


